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10月の人口の動き

出生男22女29計51

死亡〃10〃12〃22

転入（137（L48，り85

転出（L54，f150・344

　

世帯数9．924

　

人口44．382

男21．324女23．061

財政再建計画を承認
第101回定例市議会

　

第101回9月定例市議会は9月25日から

10月2日までの8日間開かれ、慎重な審議

の結果、財政再建計画の承認ほか6議案

原案どおりそれぞれ可決、陳情4件、請

願2件が採択されました。

　

また、欠員中の公平委員会委員、教育

委員会委員、固定資産評価審査委員会委

員についてはそれぞれ議会の同意を得て

各委員が選任されました。

　

このあと、選挙管理委員および補充員

の選挙が行なわれそれぞれ4氏が決まり

ました。

　

選任、当選された各委員、補充委員は

次ぎのとおりです

○公平委員会委員宇野治一（明倫町）

○教育委員会委員北岑吟海（牛ヶ原）

○固定資産

評価審査委員

　

松田市治

（東山）

　

◎選挙管理

委員および補

充員

委員浅山静

（高砂町）

宮沢西兵衛

（菖蒲池）安川金弥（下舌）松山勘右衛

門（上麻生島）

補充員①南部清一（中丁）②野中次郎

兵衛（伏石）③山田正一（五条方）④林

金之助（西勝原）

議員の定数減を議決

　

最終日の本会議において、上屋栄議員

ほか5議員より「市議会議員の定数30名

となっているのを26名にする議案」が緊

急提出されました。審議の結果、満場一

致で本案を可決、次ぎの市議会議員選挙

から実施することになりました。

このため、市長は10月11日、「大野市議

会の議員の定数を減少する条例」（10月

11日公布）を公布しました。

選管委員長に安川金弥氏

選挙管理委員会が10月9日に開らかれ

大野市選挙管理委員会委員長に安川金弥

氏（60）に決まりました。

市民懇談会おわる

　

市では10月16日富田公民館を振りだし

に、各公民館に市民の方のお集まりを願

い、市政について正しい理解と協力を得

るため市民懇談会を開き、市民との対話

が活発に行なわれました。

　

市側からは寺島市長、田島助役をはじ

め各課長が出席、寺島市長から市財政再

建計画の基本方針と行政について説明し

たあと懇談に入りました。

　

各会場で出された要望や苦情は建設、

教育など市民の切実な問題が打ち出され

ました。

　

市ではこの席で約束した事項は必らず

実行し、実施できないことはなぜ実施で

きないかを回答しご了解を得ました。

　

今後、町内会、婦人会などご希望あれ

ばいつでも市長はじめ関係課長が出席し

懇談することになっていますので総務課

まで申し出てください。

（写真は財政再建計画

　　　　　　　

を説明する寺島市長）

『魚止』

　

一段岩高く水滝の如く落ちるなり

岩の上に大木をふせて下より魚を留

めせき、渕の漂う所を手網又は水潜

して取るなり

　　

（絵図記一越前国名蹟考）

　

電源開発工事で、水は灰色ににご

っているが、九頭竜の流れは、絶壁

のもみじをうつして、奇岩怪石重畳

の間を瀬となり淵となって流れる。

　

やはり魚止め（魚はしりともいう

）は、九頭竜峡の圧巻である。奥越

観光協会や地元および関係者の手に

よって標識がたてられ、石をしきな

らした道が、川岸までおりられるよ

うにつけられている、

　

岩をかむ双絶壁の魚走り

　　　　　　

九頭竜一の奇観絶勝

（奥越百首歌留多－一一坂井保氏）

（写真は絶景魚止に立てられた標識）
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最新式の機械を購人

上庄小給食を再開

　

上庄小学校給食室は昭和22年に市内の

学校にさきがけて新設されたため、施設

備品などの損耗度がはなはだしくなった

ので改築されました。

　

給食室は総工費174万円を投じて8月1

日に着エされ、工事が急がれていました

が、9月28日完了し給食が再開されてい

ます。

　

新しい給食室はたて10．8メートル、よ

こ8．10メートルで、これまでよりやや大

きくなっています。なお給食室には最新

式のパン焼機、消毒機、ガス回転カマド

などあらたに購入されました。

　

このため食パン給食に変わり、全員が

あたたかくておいしい給食ができるよう

になりました。

（新しくなった上庄小学校給食室）

もてる力を出し合う

　　　

婦人のつどい開く

　

市教育委員会では11月12日市民会館で

婦人のつどいを開きます。

　

これは近年急テンポで進む社会に対し

て、婦人会員が一堂に集まり、日頃の学

習や活動の成果をたしかめ、更にみんな

でもてるカを出し合って家庭、社会に役

立てようというものです。

　

当日は作家加藤千代三氏をお迎えし「

生活を見つめ、社会に目を向けよう」と

いう記念講演も開きます。

歴史館建設に

　　　

ご協力を

　

明治100年記念事業の一つとしていま

郷土歴史館を亀山のふもと柳廼社の境内

に建設しております。

　

このねらいは郷土の歴史、芸術、民俗

産業などに関する資料を蒐集保管し、展

示して教育的配慮の下に市民の利用に供

し、教育文化の発展に貢献しようとする

ものです。

　

この事業費は600万円ですが、建設資

金は市民の方々にご協賛をお願いしてお

ります。

　

大野市の教育文化発展のためにこの趣

意にご理解ご賛同下さいまして多少にか

かわらず大野市郷土歴史館建設委員会へ

ご寄附下さいますようお願いいたします

事務局は市教育委員会社会教育課にあり

ます

小作料最高額の

　

基準がかわります

　

このたび、農地法の一部改正で、小作

料最高額の基準が昭和42年9月1日より変

わりました。

　

これは農業機械、肥料代金、それに農

産物など、諸物価の上昇により、昭和30

年に決められた小作料では実情にそわな

くなったために改正されたものです。

　

いままで農地法に基づいて契約されて

いた小作料は地主、小作両者協議のうえ

田についてはこれまでの4倍（最高限度

）畑については2．5倍（最高限度）の範

囲内で決めてもさしつかえないことにな

っています。小作料について不明の点は

市農業委員会でおたずねください。

納税者の声を聞く旬間

　

11月1日～11月10日

　

税についての納税者の意見や要望を広

く聞き、できる範囲で税務行政の改善に

とり入れ、またこの機会に納税者と税務

官庁との意志の疎通をはかり「近ずきや

すい税務署」の実現をおしすすめたいと

思います。なお、本年度は申告納税制度

20周年にあたりますので、1．税務署幹部

の納税者宅訪問2．納税者の声をきく座

談会3．婦人団体の税務署見学、アンケ

ート募集などの行事計画されています。

　　　　　　　　　　　　

（大野税務署）

11月19日……家庭の日

　　　

今月のテーマ

　

はたらくよろこびと尊さについ

　

て話しあいすすんで仕事や奉仕

　

につとめよう。

林業先進地の視察

　

美山町から池田町にかけての足羽川林

業地は水海杉、金見谷杉など「池田さし

木杉」の本場として、県外にも好評であ

り、本県最初の林業構造改善事業の指定

をうけています。

　

そこで池田町近辺の展示施設（施肥、

間伐、品種別展示林など）の視察をいた

します。11月8日午前9時から市役所で行

ないますので希望者はご出席ください。

○申込先市林務課（⑥－3600内線43）

○視察予定日11月14日頃

○経費1人約500円

あほなこっちや

　　

「新婚旅行シーズン」

赤くもなります

　　　　　

ーもみぢー
アホナコッチャ

○し尿のくみ取りは早めに

　

ことしもあと2ヵ月におし迫ってきま

したが、年末になってのくみ取りには困

ります。

　

市営し尿処理場の処理能力は1日27キ

ロリットルで、これ以上の処理は困難で

す。このため一度にくみ取りを要請され

ても応じきれないのが実情です。業者と

　

ご相談のうえ、早めにくみ取りを終わ

られるようにしてください。

インフルエンザ予防接種

1回目 2回目 会場

n月29日 12月6日 大野公民館

n月29日 12月6日 小山〃

11月30日 12月7日 富田z／

11月30日 12月7日 阪谷z／

12月1日 12月8日 六呂師小学校

12月1日 12月8日 下庄，ク

12月4日 12月11日 上庄z／

12月13日 12月20日 大野公民館

O時間はいずれも午後1時から午後2時

　

まで（六呂師小学校は11時30分まで）

○手数料は3ヵ月以上1歳未満100円

　

1歳以上6歳未満140円6歳以上15歳未

　

満180円15歳以上280円てす。
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文化財を保護しましよう

文化財保護強調週間

　

市内には昔から貴重な文化財が多く指

定保存されていますが、まだ皆さんの家

のすみに放置されているものも多いので

はないかと思います。

　

これらの貴重な文化財を保護するため

に11月1日から7日までを文化財保護強調

週間として、文化財保護の万全を期する

ことになりました。

　

貴重な文化財を市民全体の財産として

末永く保護するために全面的にご協力を

お願いします。

　

大野市では文化財保護委員会を設置し

文化財の発見と保護につとめています文

化財として指定されている主なものは次

ぎのとおりです。

　

友兼のけやき、いとよ、亀山城跡、白

山神社のカツラの木、かんこ踊、扇踊…

……など数多く指定されています。

（本願清水に生息しているイトヨ）

県鳥の募集について

　

県鳥コウノトリは土地の開発や農薬の

影響などにより、県民の愛護のかいもな

く死滅し｀今後県内に棲息する見込みが

なくなりましたので、県では新しい県鳥

を広く県民から募集することになりまし

た。

　

下記要領で多数応募してください。

○募集期間

　

昭和42年11月1日より11月30日まで

○応募資格

　

福井県民であること。

○応募方法

　

①官製ハガキに次ぎの候補鳥類名1

　　

種を書き、応募者の住所、職業、氏

　　

名、年令を明記する

　

②候補鳥類

　　

ツグミ（ツグミ科）冬鳥

　　

アオサギ（サギ科）留鳥、一部漂鳥

　　

ヤマドリ（キジ科）留鳥

　　

コチドリ（チドリ科）夏鳥

　　

ケリ（チドリ科）留鳥

○応募締切り

　　

昭和42年11月30日までに到着のこと

○応募先

　

福井市大手3丁目

　　

福井県林務課「福井県鳥募集係」

○表彰賞金20，000円1名

　　　　　　

記念品贈呈20名

九頭竜峡一長野ダムコース完成

奥越高原活気づく

　

山々は日ましに紅葉しはじめ、ここ奥

越高原県立公園一帯は日曜には観光バス

自家用車でつめかけ秋をたのしむ人たち

で活気づきはじめました。

　

観光地として九頭竜川上流一帯は、現

在電源開発工事の本格化にともない、奥

越高原県立公園の観光地の一つに加えら

れ、大きくクローズアップされようとし

ています。

　

9月10日から国鉄の協力を得て観光客

の誘致をはかっていますが、回を重ねる

たびに観光客がふえ、九頭竜峡、長野ダ

ムコースもー段と脚光をあびてきました

　

なお、日曜日、祝日は越前大野駅前よ

り「もみじ号」が運行されていまず

簡易保険の団体払込みと貸付

○簡易保険の保険料を町内ごとに15件

　　

（被保険者）以上とりまとめて払込ん

　

でいただきますと、月額保険料の7分

　

が割引きされます。この割引料を半年

　

より1年分を積立てておいて町内皆さ

　

んのためになる物品を購入したり、慰

　

安旅行や厚生施設などに活用されては

　

いかがでしょう。

○上記の団体をおつくりになると、月

　

額保険料の30倍まで、年6分の低利で

　

借りることができます。この制度の利

　

用によって町内の道路舗装、アーヶ－

　

ド、防犯灯の設置、農機具の共同購入

　

簡易水道の設置などができます。

　　

くわしいことは郵便局窓口でお気軽

　

におたずねください。

保険料払込証明書の発行

　

給与所得者の保険料控除申告、または

確定申告のため税務署に出す証明書は翌

年3月15日まで、窓口で発行いたします

　

お申しでのときは必らずその領収帳を

持参ください。

　　　　　　　　

（大野郵便局）
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